
令和 8年 4 月 1 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動場所：株式会社CS.FRONT

　　埼玉県春日部市1950‐7 ①作業部材ごとの計量

活動日程：月～金　9：30～14：45 　　台紙、カードともに25枚で計量。

実施した生産活動：箱組み・検品等 　　1セット50枚で作業できるように準備

利用者数等：14名（職業指導員2名が管理指導を担当） ②カードのセット

　　台紙にカードをセットする。

　　カードの向き、表裏を注意してセット

＜目的＞ 　　四つ角を折らないように注意

③検品と計量

　　1セットごとに計量

　　カードの向き、角折れなどを目視検品

④ＯＰＰ袋への封入

　　向き違いに注意

＜成果＞ 　　奥までしっかりと入れる。

　　封入時に袋を破かないように注意。

④ＯＰＰ袋の閉じ

　　ズレ、シワに注意

⑤検品と計量

　　１回分（50セット）の完成を確認

・丁寧で安定した作業ができており、安心して業務を任せられると感じた。

・指示内容を正確に理解し、継続して取り組む姿勢が印象的だった。

・挨拶や報告がしっかりしており、現場の社員とのコミュニケーションが良好であるとの意見があった。

・責任感を持って作業に取り組んでおり、生産ペースだけでなく品質面でも信頼できると感じた。

・作業への集中力が高く、今後の成長にも期待できると感じる。

　地域社会における障がい者雇用への幅広い理解を得ると共に、将来的に利

用者が一般就労を目指すことができることを活動の目的としている。

　受け入れ企業にとっては、人手不足解消の方策の一つとしてだけではな

く、障がい者雇用につながる経験や知識が得られ、また体験する利用者に

とっては、本活動が一般就労への具体的なイメージと意欲を高め、実際の採

用面接時には、自身の実績として評価につながるように努める

【実施した結果】

地域企業という外部との関わりが増えたことで、事業所内だけでは得られない

経験を積むことができ、地域とのつながりを感じられる活動となった。

【得られた成果】

利用者の作業スキルの向上だけでなく、働くことへの意識の変化や自信の向上

が見られた。

【課題】関係機関および受入先企業との情報共有を充実させ、支援内容の見直

しや改善につなげる体制の強化が必要である。

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 いべりす

住　所 埼玉県春日部市粕壁東1‐21‐7‐1階

1110601729

中島　由紀

令和7年度電話番号 048-795-4028

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名 株式会社CS.FRONT 担当者名 細井　宣和

様式１


